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会場：千葉県印西市松山下公園総合体育館
期日：2018年 ３月24日（土） 予選１日目
 ３月25日（日） 予選２日目

 ３月26日（月） 決勝

　「日本ユース選手権リード競技大会」は1997年に

「学生選手権」としてスタートした大会が、その出発

点となる。国内の若手選手の強化を目的として開催さ

れた第１回大会は、男子40名、 女子４名の参加という

小規模な大会としてスタートした。

　その後、大学生まで出場可能だった年齢制限を、国

際大会のユース基準に合わせ開催されるようになり、

2009年から男女ともにジュニアからユースＣまでカテ

ゴリーのある現在と同じ形式の大会となり、今大会で

は男女合わせて260名を超える大規模な大会へと成長

した。

　参加人数の拡大とともに競技時間が膨らみ、今年

の大会より従来の２日間から３日間開催へと変更され

た。これにより大会の準備全体を通して余裕ができ、

大会の質の向上と安全性への配慮が高まったと感じた

が、数人の選手の父兄やスタッフからは年度末の時期

に３日間時間を確保することへの難しさに対する声も

上がっていた。

　予選は男女ともにユースＣからジュニアまで全カテ

ゴリーで同じルートで競技がおこなわれた。開始早々

女子ユースＣの森奈央が右ルートを完登し、易しめの

ルート設定かと思われたが全カテゴリーでの完登者は

５名、左ルートの完登は０名と実力がないと結果を出

せない展開となった。

　男子はジュニアカテゴリーにワールドカップでも結

果を出している実力者が揃う。左右どちらのルートも

完登者が数名出たが、ジュニア以外のカテゴリーでは

川又玲瑛の１ 名のみと地力の差がはっきりと出た展開

となった。とはいえ出場した選手にとっては各々が目

指すべきレベルを明確に認識できる予選内容であった

とも言えるだろう。

　最終日に行われた決勝はユースＣからはじまった。

女子は下部から消耗するルートで、傾斜がきつくなっ

た後のガストンピンチを保持し高い位置に足を上げる

核心部（19手）で落ちる選手が続出した。そのような

中、先日の日本選手権リード競技大会で決勝に進出し

周囲を驚かせた小池はなが軽々と核心を突破し26手ま

で高度を伸ばし優勝した。

　男子ユースＣは中間部のスローパーでの切り返し

（28手）が最初の核心。デリケートなムーブが続く中

で身体のポジショニングが問われるルートだった。

ユースＣではこの部分を突破したのが谷井和季と小俣

史温の２選手となり、両選手共39手まで到達しカウン

トバックで小俣史温が優勝を決めた。 

　ユースＢ女子は昨年の世界ユースでも活躍した谷井

菜月が圧巻の登り。最上部までテンポの良い安定した

クライミングで進み、最上部のホールドもスタティッ

クに掴み取り完登を決めた。完登は全カテゴリー中た

だ１人となったため、総合でも最高高度となる優勝と

なった。 

　男子ユースＢはユースＣのルートから一部変更して

のルートで実施された。予選から大幅にグレードが引

き上げられ、ユースＢの選手にとってはかなり厳しい

内容だった。出だしの数手で落ちる選手が数名いたほ

どスタートからバランシーなルートで、下部の切り返

しの核心部（17手）前後でフォールする選手が続出し

た。優勝を決めたのは思い切りの良いムーブで下部を

突破していった抜井亮瑛。昨年に続きユースＢでの連

覇となった。

　女子ユースＡは核心部（19手）を突破したのは、小島

日本ユース選手権リード競技大会印西 2018
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果琳と伊藤ふたばの２選手。伊藤ふたばは完登ペース

でのクライミングを続けていたものの、上部でのカチを

保持したところで急に肘があがり次の１手でフォール。

完登を逃したものの27手＋での優勝となった。

　男子ユースＡは不安定な要素が続くルートを象徴す

るような展開。決勝はほぼ予選とは逆の順位となり、

予選10位で決勝に進んだ伊藤寛太朗が、優勝候補の西

田秀聖らを破り大金星をあげた。

　女子ジュニアも全員が核心部まで到達するものの突

破したのは高田こころと森脇ほのかの２名のみとなっ

た。地力のある高田こころがその後も高度を伸ばし、

26手＋での優勝を決め昨年の雪辱を果たした。 

　男子ジュニアは今年のボルダリングジャパンカップ

で無念の腰痛リタイアをした楢﨑明智の復帰戦となっ

た。中上太斗や堀田豪とともに圧巻のクライミングで

予選を両完登し、挑んだ決勝でも多くのライバルたち

が上部で苦しむ中、ひとり抜け出し32＋で連覇を達成

した。 

　結果としては、ルートの難度に比べてそれほど波乱

が起きなかった大会だったと言えるだろうし、全ての

選手の登りを見てみて、今年のワールドユースで活躍

する選手が大勢あらわれる可能性を期待させる内容

だった。また、特に男子のジュニア達は選手間の雰囲

気も非常によく、昨年ワールドカップで活躍した是永

敬一郎や波田悠貴に迫る選手となるのは間違いないだ

ろう。若い選手はメディアの注目は女子選手に集まっ

ているが、今後の男子選手からも目が離せない。 

　最後に、年々大会規模が大きくなり注目度が高まっ

ていく中で、この大会に関わって頂いた皆様方のご支

援、ご協力に厚く御礼申し上げます。

（副実行委員長　藤枝隆介）
●ジュニア男子
順
位 氏名 予選ルート１ 予選ルート２ 予選 決勝 順

位高度 順位 高度 順位 総合順位 高度
1 楢﨑　明智 TOP 1 TOP 1 1 32+ 1
2 土肥　圭太 35+ 6 30 5 6 28+ 2
3 今泉　結太 33 11 28+ 7 8 28+ 3
4 田中　修太 36+ 4 TOP 1 4 28 4
5 原田　　海 35 7 28+ 7 7 28 5
6 中上　太斗 TOP 1 TOP 1 1 26+ 6
7 本間　大晴 36+ 4 29 6 5 23+ 7
8 堀田　　豪 TOP 1 TOP 1 1 21 8

●ユースＡ男子
順
位 氏名 予選ルート１ 予選ルート２ 予選 決勝 順

位高度 順位 高度 順位 総合順位 高度
1 伊藤寛太朗 32+ 6 23 12 10 23+ 1
2 伊勢　一真 34 4 28 4 4 22+ 2
3 西田　秀聖 34+ 1 31 1 1 21.5+ 3
4 竹田　　創 31 8 28 4 7 21+ 4
5 渡辺　颯海 31 8 24 7 9 20+ 5
6 百合草碧皇 31 8 28+ 2 5 17+ 6
7 小西　　桂 34+ 1 23 12 6 14+ 7
8 小川　智士 31 8 28 4 7 13+ 8
9 三根生慶太 33 5 28+ 2 2 3 9
10 大里　拓己 34+ 1 23+ 8 3 2+ 10

●ジュニア女子
順
位 氏名 予選ルート１ 予選ルート２ 予選 決勝 順

位高度 順位 高度 順位 総合順位 高度
1 高田こころ 24 1 31+ 1 1 26+ 1
2 森脇ほの佳 23+ 2 31+ 1 2 21+ 2
3 戸田　萌希 20.5+ 5 29 3 3 19+ 3
4 中村　真緒 22 4 24+ 5 4 19+ 4
5 西田　朱李 19+ 7 29 3 5 19 5
6 金子　桃華 22+ 3 19+ 10 6 19 6

●ユースＡ女子
順
位 氏名 予選ルート１ 予選ルート２ 予選 決勝 順

位高度 順位 高度 順位 総合順位 高度
1 伊藤ふたば 29+ 1 TOP 1 1 27+ 1
2 小島　果琳 25+ 3 28+ 7 4 24 2
3 栗田　湖有 25+ 3 29+ 3 3 19+ 3
4 菊地　咲希 23+ 5 29 5 6 19+ 4
5 樋口　結花 19+ 8 29+ 3 5 19 5
6 瀧川　萌美 23+ 5 28+ 7 8 19 6
7 曽我　綾乃 19+ 8 22+ 9 9 16+ 7
8 平野　夏海 26 2 TOP 1 2 15 8
9 二宮　　凛 20 7 29 5 7 14+ 9

楢崎明智

高田こころ

伊藤寛太郎
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●ユースＢ男子 
順
位 氏名 予選ルート１ 予選ルート２ 予選 決勝 順

位高度 順位 高度 順位 総合順位 高度
1 抜井　亮瑛 31 7 28+ 3 6 23+ 1
2 前田健太郎 31.5+ 4 28+ 3 4 22+ 2
3 村下　善乙 32+ 3 28+ 3 3 21.5+ 3
4 三根生仁慈 31 7 23+ 8 7 21+ 4
5 安川　　潤 30+ 11 24 6 10 20+ 5
6 川又　玲瑛 33 1 TOP 1 1 17+ 6
7 上村　悠樹 31.5+ 4 24 6 5 14+ 7
8 関口　準太 31 7 23+ 8 7 13+ 8
9 田中　裕也 33 1 31+ 2 2 3 9
10 大後戸陽太 31 7 23+ 8 7 2+ 10

●ユースＣ男子
順
位 氏名 予選ルート１ 予選ルート２ 予選 決勝 順

位高度 順位 高度 順位 総合順位 高度
1 小俣　史温 25+ 1 20+ 6 2 39 1
2 谷井　和季 19+ 8 20+ 6 9 39 2
3 日高清志郎 21+ 3 21+ 2 3 29+ 3
4 隅谷　　樂 21+ 3 20+ 6 6 29+ 4
5 田宮　瑛人 23+ 2 23 1 1 27 5
6 松岡　玲央 21 7 21+ 2 4 26+ 6
7 安楽　宙斗 19+ 8 21 4 8 26+ 7
8 竹村　比呂 21+ 3 20 11 7 26 8
9 大下　賢実 21+ 3 21 4 5 22+ 9
10 佐藤　悠織 19+ 8 20+ 6 9 8+ 10
11 通谷　　律 19+ 8 20+ 6 9 6+ 11

●ユースＢ女子 
順
位 氏名 予選ルート１ 予選ルート２ 予選 決勝 順

位高度 順位 高度 順位 総合順位 高度
1 谷井　菜月 TOP 1 TOP 1 1 TOP 1
2 美谷島ももか 22+ 7 26+ 8 9 27+ 2
3 工藤　　花 25+ 2 29+ 5 3 21+ 3
4 松藤　藍夢 21 9 31+ 4 7 20+ 4
5 柿崎　未羽 23+ 4 20+ 13 8 19+ 5
6 青柳　未愛 25+ 2 TOP 1 2 19 6
7 中川　　瑠 22+ 7 33+ 3 4 19 7
8 野村　　遥 23+ 4 29 7 5 19 8
9 小林　　舞 23 6 29+ 5 6 19 9
10 井土　桜花 19 12 26+ 8 10 19 10

●ユースＣ女子
順
位 氏名 予選ルート１ 予選ルート２ 予選 決勝 順

位高度 順位 高度 順位 総合順位 高度
1 小池　はな 24+ 1 29 2 2 26 1
2 森　　奈央 23+ 3 TOP 1 1 19 2
3 小倉　紗奈 24+ 1 29 2 2 19 3
4 工藤　　空 22 4 24+ 5 4 19 4
5 石井　秀佳 19+ 5 28+ 4 5 19 5
6 小田　穂香 14+ 10 20+ 7 10 19 6
7 西脇　千夏 14+ 10 20+ 7 10 18+ 7
8 伊東　そら 19+ 5 19+ 12 6 14+ 8
9 小林　和音 17+ 8 20 11 9 14+ 9
10 荒居　美咲 19+ 5 19+ 12 6 13+ 10
11 妻嶋　心路 14+ 10 22+ 6 6 10 11

伊藤ふたば

抜井亮瑛

谷井菜月

小俣史温

小池はな
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　去る４月14日（土）、15日（日）の両日に渡って、第

12回山岳スキー競技日本選手権大会が開催された。会

場は初回からと同じ長野県の栂池高原スキー場から上

部の山岳エリア。昨年は一回中断した後の大会であっ

たため、コースを小さくしてコンパクトな運営に努め

たが、今年は以前と同様に大きめのコースに戻し、走

り甲斐のある大会を目指した。エントリー数は昨年と

ほぼ同数の61名。

　今回の大会は、開催日の天気予報がかなり以前から

悪天予報であった。低気圧の通過による激しい雨と風

が予想されており、そのため大会２日前にはコースを

縮小することを決定。さらに、当日の朝にゴンドラが

動かずコースが使えなかった場合も想定して、ゲレン

デ内でレースを行うための準備も並行して行った。開

催日の朝まで天候は読めず、最後まで人や物資の手配

には気を揉むこととなった。

　14日は開会式とブリーフィング。悪天予報にも負け

ず、ほとんどの選手が会場に来てくれた。例年のこと

だが、開会式会場の後ろのスペースではご協賛いただ

いたメーカーによる商品展示や即売会が開かれ、多く

の選手がこの場でしか買えない専用用具などを買い物

したり、情報交換の場として利用していた。

　開会式では八木原会長から、2020年のユース五輪で

追加種目となった本競技について、今後の五輪種目化

も視野に入れて取り組んでいく旨のお話しをいただい

た。続いて大会運営の多くを担っていただいている長

野県山岳協会の唐木会長からも、選手を激励するお言

葉をいただいた。その後、コースやルールの説明が平

田コース主任からあり、悪天候に備えてウエアに気を

配るようにとの話もあった。

　開会式の後は２月に中国で行われたアジア選手権大

会の報告、３月の韓国大会や昨年のカムチャツカの大

会の報告が参加した委員からあり、選手たちも海外の

大会の様子を写した写真に興味深く見入っていた。

　明けて15日は、前夜からの雨は降っているものの朝

の時点で風はあまり吹いておらず、ゴンドラも無事に

動いて上部に設定したコースで行えることになった。

ただし、まだ降雨があること、今後冬型の気圧配置に

なり気温が下がり風が吹き始めるだろうことを考え、

さらにコースを縮小して実施することにした。

　９時40分、予定より10分遅れでレースはスタート。

風雨の中、選手たちは勇んで駆け出していく。周回

コースのため、途中の激しい先頭争いの様子も垣間見

ることができる。レースは、スタートから先頭に飛び

出した小川壮太選手が最後までトップを譲らず、その

ままゴールした。レース途中から雨は止み、時折陽射

しが感じられるようにもなったが、風は強まって一時

ゴンドラは運休した。そんな天気の中ではあったが、

57人が完走。上位の結果を下記に示す。

　今回の大会は当初アジア選手権にする予定で日程

を組んだため、例年より一週間ほど開催日が遅くなっ

た。そのためスイスのクラシックレース「パトロール・

ド・グラシエ（ＰＤＧ）」と日程が近くなり、有力選手

数名はＰＤＧに出場して日本選手権に出られない事態

第12回山岳スキー競技日本選手権大会報告
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平成30年度 安全登山サテライトセミナー（東京）
　高等学校等において登山の指導的立場にある教職員や大学生、一般登山者、登山用具店の担当者、トレラ
ン等愛好家を対象に、安全で安心な登山を実施するために必要な知識や理論の習得を図るセミナーです。
会　場： 国立オリンピック記念青少年総合センター   センター棟４階、セミナーホール417
日　程：

― ７月21日（土）―　受付開始：12時～
 講義１「安全登山の仕組みとプラニング」（13：10 ～ 15：20）
  北村憲彦講師　名古屋工業大学教授
 講義２「夏山の気象と雪氷に潜むリスク」（15：20 ～ 16：20）
  飯田肇講師　富山県立山カルデラ砂防博物館学芸課長
 講義３「自立した登山者の育成を目指して～高校山岳部での指導を通じて～」（16：30 ～ 18：00）
  大西浩講師　長野県大町岳陽高校教諭

― ７月22日（日）―
 講義４「役に立つ登山のリスクマネジメントのキーワード」（９：00～ 10：30）
  村越真講師　静岡大学教授、日本オリエンテーリング協会副会長
 講義５「疑う事から始めよう～明確な目的意識と懐疑の精神がナヴィゲーションの鍵～」（10：40 ～ 12：10）
  村越真講師　静岡大学教授、日本オリエンテーリング協会副会長
 講義６「事例から学ぶ山の医学～夏山に多い疾病（熱中症と高山病を中心に）～」（13：10 ～ 14：50）
  大城和恵講師　国際山岳医、北海道大野記念病院
申込方法：国立登山研修所　☎076-482-1212
  https://www.jpnsport.go.jp/tozanken/syusai/tabid/158/Default.aspx
申込期間：５月21日（月）～６月21日（木）

となった。そのことで若手

や新しい選手たちに上位

入賞のチャンスが広がっ

た大会ともなった。

　2020年にはユース五輪

がスイスで行われるが、そ

の対象年齢選手は、今回は少年男子の２選手のみであ

る。来シーズンにユース五輪のアジア大陸枠選考もあ

るため、今後も少年選手の発掘をしたい。また最近は

トレランから有力選手が入ってくる流れはできてきて

いるので、今後は競技のすそ野をより広げるために、

一般愛好家選手を増やしていく努力が必要と感じてい

る。

　悪天の中での開催となったが、事故やケガもなく、

最低限のレースができたことには胸をなでおろしてい

る。悪条件の中で大会を支えるために動いていただい

た長山協をはじめとしたボランティアスタッフの皆さ

ま、地元栂池でご協力いただいた皆さまに心より感謝

したい。

　山岳スキー競技はまだ課題山積ではあるが、競技を

広く普及させていくことを念頭に、運営側の体制も整

えつつ活動していきたい。

（山岳スキー委員会　澤田　実）

カテゴリー 距離と標高差 1位 2位 3位
国際規格 成年男子 8.8km 690ｍ 小川　壮太 小寺　教夫 國吉　正紀
〃 成年女子 8.0km 550m 星野　　緑 渡邉ゆかり 加藤　倫子
〃 少年男子 〃 駒井　夏人 小川　耕助 ―
〃 少年女子 〃 駒井　野乃 ― ―

ショート 成年男子 〃 林　　充憲 太宰　智志 曽根　慎一
ビギナー （混合） 7.3km 410ｍ 村田　誠至 太宰奈津子 山田　朝陽

ＩＦＳＣボルダリングワールドカップ2018八王子
　６月２日（土）～３日（日）に八王子市のエスフォ
ルタアリーナ八王子で表記大会が開催されます。世界
30ケ国（予定）からトップ・クライマーが集い、ハイ
レベルなパフォーマンスを競います。是非、ご観戦く
ださい。
２日㈯：予選、開場９時、予選開始10時
３日㈰： 準決・決勝、開場８時、開会式８時30分男

女準決９時、決勝14時30分、表彰式17時45
分（スケジュールは変更される場合があり
ます）

【観 戦】 有料です。前売りチケットは、２日自由席
大人2,000円、高校以下1,000円、3日自由
席大人3,500円、高校以下1,700円。各プレ
イガイドで好評発売中。

【交 通】京王・高尾線「狭間」駅下車徒歩１分
【問合せ】日本山岳・スポーツクライミング協会

☎ 03-3481-2396　info@jma-sangaku.or.jp
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第114 回 Mountain World

「岩登り競技会」の端緒を担った大宮求

池田常道

　大宮求は４月２日、東京練馬区・光が丘のアパート

自室で亡くなっているのが発見された。山学同志会に

所属し、1973年春に國學院大學を卒業、24歳で山と溪

谷社に入った。入社直前の２月24日から25日にかけ

て谷川岳一ノ倉沢の滝沢第三スラブを冬季単独初登攀

した。「三スラ」と略称されたこのルートは、７年前に

森田勝と岩沢英太郎によって冬季初登攀された伝説の

ルートだが、７年間成功例を見なかった。この年２月

22日から24日に遠藤甲太、両角泰夫、與田守孝によっ

て冬季第２登が果たされ、間をおかず大宮の冬季単独

初登攀が記録された。

　大宮の海外登山は、1975年のラトックⅠ峰（7145ｍ）

に始まる。同志会では翌年春にジャヌー（7710ｍ）北

壁に行くことが決まっていたが、彼は、原真隊長の日本

山岳会東海支部隊に加わってカラコルムを選んだ。結

果はクーロワール取付きの5600ｍで断念。ビアフォ氷

河からシム・ガン氷河を経てチョクトイ氷河へと、山

群を時計回りに一周、北面を観察した。

　1976年10月、日山協はソ連の招請に応じて、クリミ

アで行なわれる国際岩登り競技会に選手を派遣するこ

とになった。とは言っても、選手を選考する余裕もない

協会は丹部節雄理事が山学同志会の小西政継に、強い

奴を二人推薦してくれと依頼、今野和義と大宮が田村

俊介監督の下に派遣されることになった。

　個人決勝の会場は高さ75ｍの岩壁、傾斜85 ～ 105

度。トップロープで確保されて、設定されたゴールまで

の所要時間を競う。この競技会にはソ連勢以外にポー

ランド、西ドイツ、東ドイツ、オーストリア、ルーマニ

アなど日本以外からも参加があったが、結果は１位か

ら８位までソ連勢が独占、ポーランドの３人が続き、日

本勢は大差をつけられて終わった。

　トップロープで確保されたスピード競技とはいえそ

の実力差は歴然で、今野・大宮は大きな教訓を得て帰っ

てきた。日山協も岩登り強化の必要性を痛感し、翌77

年秋に中央アルプスの宝剣岳天狗岩で第一回岩登り競

技会を開催した。しかし、傘下岳連からの応募ははか

ばかしくない。そこで、大宮が『岩と雪』編集部と協力

して、当時活発に登っていたクライマーに参加を要請、

なんとか17人の選手をそろえた。当時、ＥＢのような

フラットソールを履いていた人は少なく、大半がビブ

ラム底の登山靴かクレッターシューズだったが、予選

後の昼休みにアシックスから配られたスニーカーに履

き替えた選手が大幅にタイムを塗り替えたのが印象に

残る。その後はスピード一辺倒に対する批判が強まり、

80年の第４回大会から戸田直樹をルートセッターに迎

えて難易度重視に転換、さらにトップロープを廃した

リード方式へと変わっていく。フリークライミング隆

盛の下に日山協の出番はなくなったが、その端緒は今

野・大宮コンビが切り開いたと言っていい。

　その後大宮は、80年山学同志会のカンチェンジュン

ガ（8586ｍ）北壁遠征に参加して無酸素登頂に成功す

る。が、休職願はかなわず、山と溪谷社を去らなければ

ならなかった。生来の楽天主義からか、これで自由に登

る暇を得たと感じた彼は、カンチェンジュンガの余勢

を駆ってラトックⅣ峰（6456ｍ）に向かった。メンバー

は、カンチと同じ春にタムセルク（6608ｍ）北壁を登っ

た岡野孝司のほか半田久、田鎖勤の若手で、ヒマラヤ

経験者は大宮と岡野だけだった。そもそもラトックに

は75年に大宮が挑んだⅠ峰から79年に広島山の会隊

が登ったⅢ峰（6949ｍ）までしか名前が付いていなかっ

た。仮にⅣ峰と書いて申請したところ正式に許可が下

りたのだという、いかにも大宮らしいアバウトさの結

果、Ⅳ峰は国際的に認知された山名になった。

　カンチでの高所順応を信じていた大宮は、ＢＣ入り

した翌日からアルパインスタイルで頂上を目指すが、

半田久と行なった攻撃は頂上直下で敗退。いったんＢ

Ｃまで下りて、岡野と二人再度攻撃して初登頂に成功

した。その帰途、ビバークしようとテラスを作ろうと

掘っていた足元が崩壊、クレバスに50ｍほど転落した。

さいわい、アイスバイルも食料を詰めたザックも手の

届くところにあったから焦りはなかったが、足首を痛

め、岡野も胸を痛めて動けない。５日目にして横にトン

ネルを掘りながら這い進んでみると、ひょっこり稜の

側面に出た。稜線まで這いあがったところで下にいた

仲間と連絡が付き、翌日応急のスノーボートにくるま

れてＢＣに収容された。取り残された岡野は、近かくに

いた英国隊によって、転落後８日目に救出された。

　この事故で足首に後遺症を負った大宮は、その後も

ナンガ・パルバット冬季やエヴェレスト東北東稜など

ヒマラヤへ通い続けたが、成功を得るには至らなかっ

た。一方で日山協国際委員を務め、来日クライマーの

アテンドを一手に引き受けてきた。

 （文中敬称略）
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秋は木々の隙間からきれいな紅葉が望める。夏は…。

　マテ山分岐から大峰岳分岐までは、１時間45分ほ

ど。ブナに囲まれ幸せな気持ちになったり、急な坂で

しんどい気持ちになったり、一喜一憂な道中ではある

が、視界が開けた時の感動は何ものにも代えがたい。

目の前に広がる山々、どこまでも続く海、真っ青な空、

遠くに見える船や家々。季節が秋であれば、紅葉の美

しさにしばし見惚れてしまう。

　大峰岳分岐の稜線まで来たら、山頂はもうすぐそ

こ。途中、立派なトイレがあり、その30ｍほど先に避

難小屋、さらに進むと白神岳の一等三角点がある。

　晴れた日の山頂からは、世界遺産の核心地域や津軽

富士と呼ばれる岩木山もバッチリ見える。最高の景色

に囲まれながら食べるヤマメシは格別だ。山頂直下に

は水場もあるため、夜の晩酌に使用する水を汲んでい

くとよい。

　下りは２～３時間。ブナの幹に触れつつ、鳥の鳴き

声に耳を傾けつつ、どこの温泉に寄っていこうかなと

考えながら歩いていれば、あっという間だ。登山口に

あるブナの大木が「おかえり」と出迎えてくれるから、

思わず「ただいま」と言いたくなる。

　今回ご紹介した白神岳マテ山コースには、要所要所

に看板があり、また急な箇所にはロープも設置されて

いるので、初めての人でも安心して登ることができ

る。電車で来るには少しアクセスが不自由かもしれな

いが、ぜひ一度は訪れてもらいたい山だ。青森県の山

と言えば、八甲田や岩木山を真っ先に思い出すかもし

れないが、白神岳もまた、感動を味わえる山であるこ

とに間違いない。
※ 白神岳二股コースは崩落のため、現在通行止めとなってい
る。（平成31年供用予定とのこと）また、十二湖コースは起伏
が激しく藪が深い箇所があるため注意が必要である。

（青森県山岳連盟・黒石山岳会　古本陽子）

ふるさとの山 紹介
青森県・白神山地　白神岳（１，235ｍ）

　ジブリ映画「もののけ姫」をご存じだろうか。映画

では神々しい森の世界が描き出されていたが、その舞

台のモデルの一つとなったのが白神山地である。

　青森県と秋田県にまたがる13万ｈａに及ぶこの白

神山地には、広大で原生的なブナ林が残されており、

特に自然度の高い１万6971haが世界自然遺産に登録

された。

　今回は、白神山地に連なる山々の一つである、標高

１，235ｍの白神岳マテ山コースをご紹介する。

　ＪＲ五能線の白神岳登山口駅より約３ｋｍの地点に

ある登山口広場には、30台程度停めることができる駐

車場とトイレが完備された清潔な休憩所がある。ここ

で準備を整えて、いざ出発!!

　休憩所裏にある舗装された道路を道なりに10分ほ

ど歩くと、三角屋根の小さな記帳所があるので、ここ

で登山届を出して登山道へ。すると、すぐにブナの大

木が現れ、しばしブナと対話したい気持ちになるが、

前へ進もう。標高は低いが、登りは４～５時間かかる

山である。

　二股分岐点まで歩いたら一息いれて、また上へ上

へ。「結構しんどいぞ、水場はまだか～！　と心の中で

叫び始めたちょうどその頃、水場が目の前に現れるか

ら不思議だ。そして、その水場にある鉄製の異常に重

い柄杓で、手をプルプルさせながら飲む水がまた格別

にうまい。

　冷たい水で元気が出た後は、急な坂を登り、〝けっぱ

り〟ながらマテ山分岐へ。分岐に到着したら、ザック

をデポし、マテ山（841ｍ）を往復するのもよいだろう。
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　今年度で５回目を迎えた。2018年ジュニア登山教室

「みんな集まれ！なすかし雪遊び隊2018」が国立那須甲

子青少年自然の家を舞台に３月27日（火）～ 29日（木）

の２泊３日の日程で、栃木岳連、福島岳連の協力をい

ただき開催された。

　この登山教室は、小学生から中学生を対象とし残雪

期の野外活動を通して、以下のことを目的とした。

① 雪の残る春の自然とのふれあいを体験し、自然の素

晴らしさ楽しさを学ぶ。

② 共同生活による人（他者）とのふれあいの楽しさ、団

体生活のルールを知る。

③ 自分でやろうとする気持ちをふくらませ、自ら考え

て行動できるようにする。

　今年は、東京・千葉・神奈川から男子18名の参加者

が集まり、学年も小学２年生から中学３年生までと幅

広い構成となった。

　１日目は新宿西口を７：00に出発し、渋滞もなく予

定より30分早く青少年自然の家に10：10に到着。開校

式では隊長の日山協本木顧問から、活動の目的につい

てお話を頂いた。参加者の自己紹介の後、昼食を取り

午後の最初の活動に入った。

　始めのプログラムは雪上体験で、初めてスノー

シューを体験する子がほとんどで、慣れない雪上歩行

に始めは戸惑っていたが、次第にコツを掴んで歩ける

ようになった。自然の家本館から10分程度の所にある

営火場Ａまでは、ソリを引きずりながらスノーシュー

を履いて歩き、到着するとみんな待っていましたとば

かり一気にソリに乗り始めた。みんな雪の環境に慣れ

ていないため雪があるだけで大喜び。快晴で雲一つな

く、広大な雪原にいるのは我々だけで、完全なプライ

ベート状態だった。途中から雪合戦や鬼ごっこなどを

始める子供も現れ、雪まみれになりながら楽しく活動

した。

　夕食後の活動は、猟師による講話学習。地元の猟師

である大高紀元（おおたかのりもと）先生を講師にお招

きし、実際に熊を仕留める時はどの様な方法をとって

行うかなど詳細に話をして頂いた。熊の毛皮を持参し

て頂き子供達が直に触ることができるなど都会ではで

きない貴重な体験をすることができた。また、猟をする

ときに使用したライフル銃の薬莢を子供たち全員にプ

レゼントして頂いた。

　講話の後は「ふりかえり」の時間とし、１日目の思い

出を各自まとめ、感想を発表した。

　２日目は、６時に起床し、いろいろな団体の方々が参

加する「朝の集い」に出席し、ラジオ体操、自分達の団

体の自己紹介などをして交流を図った。朝食の後、今

回の大イベントである「雪のハイキング、スノードーム

作り」となった。

　前日と同様外は晴天で、風も穏やかだった。スノー

シューを履いて標高1052ｍのパノラマ展望台に向かっ

たが、昨年の大雪と違って前週に降った雨の影響で積

雪量が少なく正規のルートではなくトラバースをしな

「みんな集まれ！ なすかし雪遊び隊2018」報告
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がら時間を掛けて目的地へ向かった。急登なところで

は、みんなで励まし合い、途中長靴が抜げたり、スノー

シューがはずれたりするなどアクシデントもあったが

その事が返って子供たちに、「全員無事に目的地へ到着

しよう」というエネルギーとなったようで、足並みが揃

いおよそ歩き始めてから40分程で目的地のパノラマ展

望台に到着した。

　子供たちはみんな元気で、休む間もなくスノードー

ム作りを始めた。スノーソーの使い方を教わりながら

雪のブロックを作り、みんなで積み重ねる事で、見る

見るうちに雪のブロックが高くなっていった。別のグ

ループは、みんなが楽しみにしているおやつタイムの

準備に取り掛かり、全員が落ち着いて飲食ができるよ

うに、テーブル（約縦50ｃｍ×横100ｃｍ×高50ｃｍ）

を作った。

　スノードーム作成完了は、平たくて薄い雪のブロッ

クを一番上に乗せて、完成した。子供たちは交代でドー

ムの中に入り大喜びではしゃぎ、そのころには紅茶も

出来上がり、クッキーをドームの中に持ち込んでとみ

んなと一緒にいただいた。

　一昨年はこの企画が雪不足で中止となったが、今年

は参加者全員で記念写真を撮影し最高の時間を満喫す

ることができた。

　その後、自然の家にもどり、昼食を済ませ、自然観察

の時間となった。場所は、自然の家周辺。野ウサギの足

跡の発見、春の芽吹きが始まった木々を見ることがで

きた。講師は、国立那須甲子青少年自然の家所属の高

田雅雄先生と三村正先生を招き、施設周辺の植物に関

して詳細に説明して下さり子供達は目をキラキラさせ

話しに夢中だった。

　本日の行動量が日頃の運動量より多かったとみんな

が言っていたように、プログラム終了してからの夕食

の食べっぷりがとても良かった。

　 「ふり返り」の時間では、子供達同士の触れ合いがと

ても自然になり、お楽しみ会が大いに盛り上がった。会

の内容は、子供たちが主体となり、我々大人は手伝い

をするという形で縁の下の力持ちとなった。内容は、班

対抗ドッジボール、キックベースなどを行い、みんな

で協力して楽しんだ。広いプレイホールを思いっきり

走り回って友達との交流を深めることができた。

　最終日は、２日目と同様に６時に起床したが、帰京す

ると言うことで、部屋の掃除をみんなで協力して行っ

た。日頃、自分でやることの少ない寝具の片づけや掃

除機かけを体験し、子供たちにとっては「自分のことは

自分でする」という貴重な経験になった様だ。終了して

から「朝の集い」に出席した。

　最後の活動である雪上運動会はソリリレーとストッ

ク倒しをした。二つの競技とも大いに盛り上がった。

また、40分程自由時間を作ったが、ここでも楽しい思

い出を作ることができたようだ。

　運動会終了後、最後の「ふり返り」では、一番、楽し

かったこと・頑張ったこと・辛かったこと・勉強になっ

たことを発表し合い、友達やスタッフへの一言も書い

た。多くの子供たちは、頑張ったことと辛かったことの

両方にスノーシューを挙げていた。スノーシュー体験

は、この行事で欠かすことのできない活動になってい

るようだと個人的に感じた。また、「来年も参加したい」

とほとんどの子供たちがコメントしていたことから、

活動プログラムの内容も改めて練り直しをして来年に

臨みたい。

　最後の閉講式では仙石登山部長から講評を頂き、修

了証を授与され、なすかし雪遊び隊2018は無事終了し

た。初顔合わせ同士とも子供たちはすぐに打ち解け、

協調精神と自律する意識も芽生え、雪遊び隊の目的も

概ね達成できたと考えられる。２泊３日は、２度目の実

施期間であったが、学校・家庭以外の人達との団体生

活で得たこと、そして自然との触れ合い、さらに環境保

護の気持ちを、今後も忘れずに各々が大切な思い出と

して成長してほしいと願っている。

（文責　中瀬和德）
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2018年ＵＩＡＡ理事会報告
日　時　2018年３月23日（金）～ 24日（土）
場　所　ネパール・カトマンズ、アンナプルナホテル
参加者　ＵＩＡＡ理事及び各委員会委員長
日本からの出席者　
　　　　八木原圀明会長、小野寺斉常務理事

　今までは委員長参加は会議の最後に行っていた。今

回は、構造改革を念頭に置いており、最初からの参加に

なった。報告は例年通り最後に行った。

　相変わらずＥＢ（Executive Board）とドイツ、イタリ

ア、オーストリアの３大国の不仲により、特にイタリ

ア山岳会は自分の会出身のＭＣ委員を会議にも出さな

かった。

〈第１日目〉３月23日（金）
　戦略担当のＥＢであるThomas Kaehrがpowerpoint

を使って、特に委員会の改革について踏み込んだ提案

を行った。昨年あたりから特に強調されてきたことであ

るが、これらについてはＷＧ（Working Group）を作っ

て検討してきたことをあらまし発表したものである。

　委員の中にもっとスキルのある人材を送り込めない

か、或いはＵＩＡＡという組織の中で委員会の立場を

もっとポジティブに出来ないか、予算をもっとつぎ込め

ないか、など多々あった。特に３大国からの委員をもっ

と出してほしいという要望がアクセス委員会などから

あった。現行の委員会規程についても見直しが必要との

こと。正規委員は別としてcorresponding member（特

派員）として、長い間名前だけ残っている人については

削ることも必要との見解がなされた。２つの委員会を

統合したり、委員会内部の統制をもっとしっかりするよ

うにとの具体的な構造についても改革案が提示された。

今後内部調整がなされ、10月の理事会・総会に向けて

動いていくことになる。

〈第２日目〉３月24日（土）
　実際には本会議になる。予め定められたアジェンダに

則り進行された。主な内容を中心に記述する。

１．昨年の理事会の議事録の承認について
　例年通りの内容であったが、ドイツのヨセフから注文

がついた。結論ばかりでこれでは何のことか分からな

い。もっと背景を入れてほしいとのこと。議事録は事務

局員のStephanieが作成しているが、もう少し詳しく書

くことで了解された。

２．会長レポートに関しては…
　４年ごとの方針（2017～ 2020）についての途中経緯で

あり、特に意見はなかった。

３．次に財務報告
　2017年度の支出予算は約770，000ＣＨＦ（スイスフラ

ン）に対し、実績は710，000ＣＨＦであり、８，000ＣＨＦ

の赤字予算であったが、実際には２，000ＣＨＦの黒字と

なっている。ただ、ＡＤ（Anti-doping）の支出が約7300

ＣＨＦ、Ice-Climbingの169，000ＣＨＦであり、合わせる

と170，000ＣＨＦを超す。20％を越しており、これにつ

いてもドイツからクレームがついた。

　ＵＩＡＡの会費収入は316，000ＣＨＦであり、総収入

の40％を少し超している。さらにスタッフにかかる費用

は291，000ＣＨＦになっている。昨年に比べ少し上がっ

たが、これは広報担当にかかる費用とのこと。

４．新会員承認について
⑴ ＮＡＴＯ（北大西洋条約機構）のMountain Warfare 

Center of Excellence（先端山岳戦闘機関？）について

は、軍隊関連はＮＧということで却下された。

⑵ オブザーバーであるが、Jordanは旅行社から山岳協

会への変更が認められた。

⑶ スラッグラインの協会については、いろんな意見が出

たが10月まで持ち越しとなった。ＵＮＩＴメンバーも

視野に入れることになる。

⑷ ガイドの団体の１つである国際リーダー協会は入会

が認められた。フルメンバーである。

５．ＵＮＥＳＣＯへの「アルピニズム」申請
　以前も報告したが、フランスを中心に「アルピニズム」
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平成30年度（４月）
常務理事会報告

日　時　平成30年４月12日㈭
　　　　18時～ 21時30分
場　所　岸記念体育会館・４階特別会議室
出席者　八木原会長、亀山、髙橋、伊藤、平
山の各副会長、尾形専務理事，小野寺、
水島、村岡、小日向、合田、仙石、蛭田、
町田の各常務理事，中畠、古屋監事、

　16名中16名出席予定

１．議　事
⑴平成29年度30年３月常務理事会・議事
録の承認について（事前送付済）

　異議なく承認された。
⑵平成29年度理事会（第４回）議事録の承
認（事前送付済）

　異議なく承認された。
⑶各種規程類の改定について
　合田常務理事が提案説明。遭対委員会か
らも追加提案があった。

　組織・管理運営規程、スポーツクライミ
ング日本代表チームのユニフォーム等

を提出することになった。

２．報告事項
⑴内閣府30年度事業計画・予算提出につ
いて

　小野寺常務理事から報告があった。
⑵中瀬理事辞任の件その後について、谷口
浩平氏の内諾が口頭報告。

⑶スポーツクライミングＡＣＣ総会報告村
岡常務理事から報告があった。

⑷リード日本選手権報告について
　村岡常務理事から報告があった。
⑸ＢＷＣ実行委員会報告
　村岡常務理事から報告があった。
⑹ＩＦＳＣ総会報告、2019世界選手権・Ｉ
ＦＳＣ総会2019について

　平山副会長から口頭報告があった。
⑺山岳スキーＡＣＣ総会報告
　八木原会長から口頭報告があった。
⑻ＵＩＡＡ理事会報告
　小野寺常務理事から報告があった。追加
で八木原会長からネパール地震の日本
からの援助金で再建された学校の視察
報告があった。

⑼登山部会報告
　仙石常務理事から報告があった。
⑽全国競技委員長連絡会議（仮称）報告
　村岡常務理事から口頭報告があった。
⑾１FISE Hiroshima 2018報告

運用内規、登録選手規程・細則について、
異議なく承認された。

　（暴力行為等相談窓口設置規程の実現に
ついても意見が出された。）

⑷30年度第１回理事会次第について
　小野寺常務理事が提案説明。一部訂正し
て承認された。

⑸30年度総会次第について
　小野寺常務理事が提案説明。一部訂正し
て承認された。

⑹国民体育大会功労者表彰対象者の推薦に
ついて

　該当者なしで承認。
⑺アジア競技大会派遣と追加派遣について
　選手６名、正式役員２名、アディショナ
ルオフィシャル１名の派遣が、異議なく
承認された。

⑻スポーツクライミング上級コーチ資格に
ついて

　蛭田常務理事が提案説明。意見として、
受講条件の見直し、リード、スピードの
日山協認定資格の検討。全体として日山
協独自の認定資格の検討。指導委員会と
ＳＣ部の意見の相違があり、将来的に連
携・検討を要する。提案内容を一部訂正
して承認された。

⑼理事数の見直しについて
　亀山副会長とガバナンス委員会委員のＷ
Ｇとして、次回までに大局的な視野で案

【第３回全国「山の日」フォーラム開催のご案内】
　（一財）全国山の日協議会が主唱者となり、８月11日（祝）の「山の日」の周知活動の一環として、また、山と自然
を舞台に行われる様々なアクティビティや、国立公園の利用促進、地域活性化の課題提起を目的として、第３回全
国「山の日」フォーラムが、来る６月９日（土）、10日（日）の２日間に亙って開催される。
　シンポジウムは、たくましい子供たちの育成、山と自然（山の安全と山岳救助）、地域活性化（国立公園／ロング
トレイル／森林・河川の利用促進）などをテーマに、６つのパートに分けて行われ、それぞれの専門家の講演や、
リレートーク、パネルディスカッションが行われる。
　９日午後には、佐々木大輔氏による「マッキンリー大滑降」のムービー上映と講演も予定されている。
　フォーラムのホームページの最新情報を確認して、ぜひ参加しよう。
期　日：６月９日（土）～ 10日（日）２日間
会　場：ＵＤＸビル４階（ＵＤＸシアター）   〒101- 0021 東京都千代田区外神田４丁目14－１ 秋葉原 ＵＤＸビル
入　場：無料    定　員：各パート170
問合せ：全国山の日協議会　☎03- 6457- 4522

を無形文化遺産に申請しようという動きがある。近隣の

イタリアなどと協力して申請書類が出来上がり、申請の

運びとなる。

６．地域（continental）の活動報告
　参加した地域のみの発表となった。ヨーロッパ、北米、

オセアニアである。

⑴ヨーロッパ  ＥＵＭＡ

　ＢＭＣのAnne Arranが発表した。すったもんだして

いたがやっとミュンヘンに事務所を構え、１名が働いて

いるとのこと。今年中にはブリュッセルで総会を開くこ

とになっている。ＢＭＣもＥＵＭＡに加盟のサインをし

たがまだ返事はないらしい。足並みも揃っていないとの

こと。

⑵北米、オセアニア

　北米はカナダのPeter Muirが、オセアニアはニュー

ジーランドのStuart Grayが発表したがあまり大きな活

動はないとのこと。

７．次回のＭＣ会議
　次回のＭＣ会議の場所は未定、10月に決定する、但し

開催は３月ではなく５月とのこと。

　因みに今年の総会はモンゴルで来年はキプロスが決

まっている。

８．スカイランニング協会の報告
　Ｕｎｉｔメンバーであるスカイランニング協会から活

動報告があった。

９．各委員会活動報告
　８委員会の報告があったが、割愛する。

（記　小野寺　斉）
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　小日向常務理事から口頭報告があった。
今後前向きに関わっていきたいとのこ
と。

⑿ＪＡＬ Ｎｅｘｔ マイレージについて
　尾形専務理事から報告があった。
⒀今年度開催大会要項について
以下の大会について村岡常務理事から報告
があった。

・鳥取ユースボルダリング、
・八王子ワールドカップ
・盛岡コンバインドの大会
⒁国内ＷＣＭ（Winters Climbers Meet）報
告

　以前にメールで報告済である。
⒂平成30年度安全登山指導者研修会開催
概要について

　旧称中高年安全登山指導者講習会であ
る。尾形専務理事から報告があった。

３．指導員・審判員　検定結果報告
山岳指導員
・認定日：４月12日
　神奈川：岩下嘉孝、榎本幸二、大塚淳、
河本嘉照、倉持武彦、倉屋千穂、坂本 圭
子、法貴勇一郎、望永和美、以上９名

　異議なく承認された。
平成29年度ルートセッター講習会（加須）
合否

講習会実施日　平成29年12月25日・26日・
27日

Ｃ級：波田悠貴、渡辺海人、佐川史佳（以上、
埼玉）

一般：武田匠（埼玉）、松原宏美、小川隼人
（以上、東京）、上杉航（静岡）
　異議なく承認された。

４．後援報告、協賛等の依頼について
⑴昭和飛行機スピードスターズ競技会後援
⑵山岳検定協会後援
⑶大阪チャレンジ登山後援
⑷日本ガイド協会公開講座後援
⑸登山医学会認定国際山岳医講習会後援
⑹安全登山研修講習共催承認
⑺北丹沢山岳耐久レース後援
⑻大阪2018チャレンジクライミング後援
⑼ＨＡＴ－Ｊ 奥多摩交流「子ども自然体験
キャンプ」後援

⑽高麗神社　第３回高麗郡偉人伝　田部井
淳子回顧展　後援依頼

　上記提案については、⑴から⑽まで異議
なく承認された。

５．専門委員会動静
　２月、３月（２月23日～４月10日）
⑴遭対委員会
　２月28日（水）出席者：12名
ア）活動予定
①遭対委員研修について
　５月19，20日  埼玉を予定
②指導委員総会について
　６月２，３日　晴海海員会館　町田出席
予定

③全国遭対委員長会議兼遭対常任委員
　総会　６月23、24日　晴海海員会館
④レスキュー講習会（無雪期）
　８月31 ～９月２日　国立登山研修所
⑤レスキュー講習会（積雪期）
　１月25 ～ 27日　谷川岳土合山の家
イ）夏山リーダーの進捗について
ウ）その他
①２月20 ～ 22日　白馬でAvSARの雪崩
　講習会に服巻（神奈川）、安藤（山梨）が

・委員長：蛭田、副委員長：野村、藤江
⑷指導委員会－２
　４月２日㈪　出席12名、委任１名
ア）報告事項
①夏山リーダー制度について
②遭対委員総会（６/23、６/24）について
イ）検討事項
①平成30年度予算及び事業計画
②富士山氷雪技術研修会（４/29 ～ 30）に
ついて

③平成30年度ＳＣコーチ及び上級コーチ
養成講習会の開催について

④新指導者制度について
⑤全国指導委員長会議について
ウ）その他
①国体監督資格をＳＣ指導員のみに移行す
る件について

②ＳＣ上級コーチ受講資格について
③ＳＣ新指導者制度のカリキュラムについ
て

④５月の委員会日程　５月７日㈪
⑸山岳スキー委員会
　２月９日㈮　20：00 ～ 21：40　ネット
会議　出席４名

ア） 報告事項
①大会予定
・２/27－３/１中国アジア選手権
・３/17－18韓国大会（Ind. Ver.）
・４/20－21カムチャツカ欧州シリーズ
・５/４イラン
　Damavand Skimo International Fes．ア
ジアシリーズ

②アジア選手権派遣予定
・選手：加藤淳一、加藤倫子、小寺教夫、國
吉正紀

・役員：八木原会長、倉橋俊行
③韓国大会への役員派遣について
④３/17－18
　宮城オニコウベ山岳スキーレース後援に
ついて

イ）協議事項
①第12回日本選手権について
ウ）ＩＳＭＦ選手登録管理について
エ）来年度山岳スキー委員会予算について
オ） 来年度世界選手権の選手選考基準につ
いて

⑹山岳スキー委員会－２ 
　３月６日㈫　20：00 ～ 21：20　ネット
会議　出席５名

ア）報告事項
①大会予定について
・３/17－18韓国（Ind. Spr.）
・韓国大会参加希望：藤川、三浦、伊藤、山
田宏、山田朝陽、小寺、佐伯委員同行予
定。

②アジア選手権（北京）＋ＡＳＭＦ総会　
報告

イ）協議事項
①第12回日本選手権について
ウ）ＩＳＭＦ選手登録管理について
エ）来年度世界選手権の選手選考基準につ
いて

⑺山岳スキー委員会－３
　４月４日㈬　ネット会議
　出席３名、委任４名
ア） 報告事項
①大会予定について
・５/11－16 中国青海省 Gangshika山　
2018World Ski Mountaineering Masters
（〆切４/23）
・韓国大会 ３/17－18 報告
１）協議事項

参加。
⑵遭対委員会
　３月28日㈬　出席者：12名、スカイプ
１名

ア）夏山リーダーについて
①進捗報告（清水）
　６月に千葉でパイロット的に開催する。
８月に講師、指導員用に対し研修を実
施、10月に第一回講習会を実施、19年に
はスタートコーチの検定も行いたい。

②４月21，22日㈯㈰確認会について
③ＵＩＡＡ認証について
イ）遭対委員会研修について
　５月19、20日㈯㈰、埼玉県民活動セン
ター

ウ）全国遭難対策委員長会議兼日山協遭対
委員会総会について

　６月23、24日㈯㈰　東京晴海・海員会
館

エ） ４月以降の遭対委員会委員体制につい
て

・常任委員は以下10名とする。
　委員長・町田（群馬）、副委員長・石田（大
阪）、瀬藤（埼玉）、事務局長　中丸（神奈
川）、常任委員・青山（大阪）、西内（茨城）、
松本（善）（埼玉）、槙（東京）、井上（神奈
川）、悳（埼玉）、専門委員は以下11名、宮
下（茨城）、安藤（山梨）、吉田、建部、松本
（光）（東京）、服巻、清水、岩切（神奈川）、
角田（群馬）、一本松（兵庫）、森（京都）

・退任：渡部（栃木）、下越田（神奈川）、近
藤（山梨）、永井（茨城）、大沼（岐阜）

　以上５名
⑶指導委員会
　３月５日㈪　出席12名
ア） 夏山リーダー制度について
イ）山岳指導員認定について
・認定日：４月12日を予定
・申請者：神奈川県山岳連盟９名（岩下 嘉
孝、榎本幸二、大塚淳、河本嘉照、倉持
武彦、倉屋千穂、坂本圭子、法貴勇一郎、
望永和美）

ウ）大山氷雪技術研修会について
　２月17，18日、
①研修会６名　兵庫（住谷昌利）、広島（荻
田純代）、石川（坂田孝雄）、香川（坂本土
代、木村康男）、鹿児島（川元隆弘）

②上級１名　武藤末久　合格
③Ａ級主任　４名　愛知（中山秀樹）、兵庫
（須藤英司、西村良信、原秀樹）は全員合
格

エ）富士山氷雪技術研修会について
４月28，29日、募集要項発信。
オ）2018年度のＳＣコーチおよび上級コー
チ養成講習会の開催について

①現在申込状況：コーチ４名、上級コーチ
０名

カ）新指導者制度について
　事前打ち合わせ（カリキュラム作成、検
定基準、テキスト）

キ）その他
①広島山岳連盟のＳＣ指導員講習会におけ
る受講者（聾唖者）の学科試験再受講に
ついて

②日山協組織規定の変更について
・委員長：主管理事任命
・副委員長：委員長指名
・常任委員10名以内：委員長指名
　山岳：蛭田、野村、本郷、工藤、平野
　ＳＣ：藤江、廣川、有枝、篠崎、羽鎌田
・専門委員：瀧本、堤、切嶋、石原、井納、
太田、伊藤、山崎（岡山）



　第12回山岳スキー競技日本選手権大会
が悪天の中４月14～ 15日に開催された。
本紙によると事故や怪我もなく無事に実施
出来たことは運営スタッフの対応力による
ものと思う。
　この競技は2020年スイスのローザンヌ
で開催される第３回冬季ユース五輪の追加
種目に選ばれた。今後、本協会は競技の普
及、選手の発掘・育成、大会運営など競技
力向上に取り組んでいく必要がある。
 （広報担当 水島彰治）
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八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会

陣馬山トレイルレース実行委員会

道志村トレイルレース実行委員会

八重山トレイルレース実行委員会

東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会

上野原秋山トレイルレース実行委員会

NPO法人

一般財団法人 日本トレイルランニング協会

〒252-0184
神奈川県相模原市緑区小渕1545-1
☎042-687-4011　FAX 042-687-3980
E-mail kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp

編集後記

①第12回日本選手権について
　４月14、15日
⑻国際委員会
　３月７日㈬　出席者７名　委任６名
ア） 報告事項
①組織・管理運営規定
　３/３改定　委員会運営についての規定
が改定．

１）協議事項
①平成30年度総会/第57回海登研につい
て

　６/23、24　栃木県青年会館コンセーレ 
小ホール

②国内外に向けてのＨＰ案について

６．その他の重要事項
　２月23日～４月10日
⑴日本版ＮＣＡＡ説明会　２月21日㈬
　於：岸記念体育会館　小野寺常務理事
⑵二本松市長、強化合宿招致要望に来局
⑶福井岳連　牧野治生会長、旭日双光章受
章祝賀会　２月24日㈯　於：福井市　
ユアーズホテルフクイ　八木原会長

⑷ＩＦＳＣ ＡＣＣ総会
　２月24日㈯～ 25日㈰　於：マニラ

⑿全国山の日協議会運営委員会
　３月13日㈫　於：新宿区四谷保健セン
ター集会室　尾形専務理事

⒀ＪＯＣ総務本部会　３月15日㈭
　於：ナショナルトレーニングセンター　
尾形専務理事

⒁スポーツ安全協会評議員会
　３月16日㈮　於：霞が関ビル35階
　尾形専務理事
⒂ＩＦＳＣ総会　３月14日㈬～ 21日㈬
　於：インスブルック
　八木原会長、平山副会長、合田・小日向
常務理事、原田事務局員

⒃ＵＩＡＡ理事会　３月21日㈬～ 28日㈬
　於：カトマンズ
　八木原会長、小野寺常務理事
⒄日体協平成29年度第２回臨時評議員会
　３月23日㈮　於：グランドプリンスホ
テル高輪　尾形専務理事

⒅第20回秩父宮記念スポーツ医・科学賞
表彰式・受賞祝賀会

　３月23日㈮　於：グランドプリンスホ
テル高輪　尾形専務理事

⒆スポーツクライミングユース日本選手権
リード競技大会　３月24日㈯～ 26日㈪

　於：印西市松山下公園総合体育館
　亀山副会長、尾形専務理事、村岡・合田
常務理事

⒇国内競技団体医事担当者会議
　３月27日㈫　10時30分～ 12時
　於：オリパラ組織委員会会議室　虎ノ門
　六角ＳＣ医科学委員長
(21)全国競技委員長連絡会議 （仮称）
　４月１日㈰　 於：岸記念体育会館
　平山副会長他、ＳＣ理事、委員長
(22)FISE Hiroshima 2018
　４月５日㈭～８日㈰　於：旧広島市民球
場跡　八木原会長、平山副会長、小日向
常務理事（ＪＵＳＣ副会長）

　村岡常務理事
⑸第23回オリンピック冬季競技大会日本
代表選手解団式　２月27日㈫

　於：東京ミッドタウン地下１Ｆ
　尾形専務理事
⑹山岳スキーアジア選手権大会
　２月27日㈫～３月２日㈮　於：北京
　八木原会長
⑺高等学校登山指導者用テキスト等編集委
員会　２月28日㈬　於：ＪＳＣ会議室

　尾形専務理事
⑻第４回定時理事会　３月３日㈯
　於：フォーラムエイト　八木原会長、他
⑼スポーツクライミング日本選手権（リー
ド）　３月３日㈯～４日㈰　於：加須市
民体育館　八木原会長、尾形専務理事、
村岡常務理事

⑽ＩＦＳＣマルコ会長他打合せ
　３月８日㈭～９日㈮　於：東京
　八木原会長、平山副会長、尾形専務理事、
村岡・小日向・小野寺常務理事、原田事
務局員

⑾中国ブロック岳連総会
　３月10日㈯～ 11日㈰　於：山口県
　伊藤副会長
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兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」第610号
（公財）京都府体育協会 「京都府 体協時報」第127号
（公社）日本山岳会 「山」No.874
（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」No.480
国立登山研修所 「登山研修」VOL.33－2018
中華民国健行登山會 「中華登山」184
全日本ボウリング協会 「JBCnews」第557号
（公社）日本山岳会 「木の目 草の芽」第132号
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」No.343
（公社）国土緑化推進機構 「ぐりーんもあ」VOL.81
（一社）大阪府山岳連盟 「山岳おおさか」No.216
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」No.519
愛知県山岳連盟 「愛知岳連ニュース」第427号
やまびこ山想会 「やまびこ」第176号
ＨＴＡ－Ｊ 「HAT-J NEWS」No.109
群馬県山岳連盟 「山岳ぐんま」第112号
（一財）防火・防災協会 「地域防災」No.19
（公社）日本山岳会山梨支部 「甲斐山岳」第10号
東京野歩路会 「山嶺」VOL.95
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」第451号
ＦＥＥＣ 「ＶＥＲＴＥＸ」277
（公社）日本山岳会 「山」No.875
おいらく山岳会 「山行手帖」No.701
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